
屋久島森林管理署

○治山事業の役割とは

○治山事業（海岸防災林造成）を実施しました

工 事 名 ：火ノ上山治山工事

事 業 名 ：災害復旧事業（２６年度）及び防災林造成事業（２７年度）

工事場所 ：鹿児島 県熊毛郡 屋久島町 宮之浦 火ノ上山国有林

事業内容 ：コンクリート護岸工、消波工、植栽工、防風柵工外

保全対象 ：小・中学校、宮之浦地区

被害状況

平成２６年度に防潮護岸工の復旧を行い、平成２７年度は背後の林地復旧を目

的とした植栽工等を実施し、復旧が完了したところです。

平成２７年度　治山事業の実施について

　我が国の国土の約７０％は急峻な山岳地帯であり、河川は短く勾配が急で、年間降水量

も多く、梅雨期や台風期の降雨が集中することから山腹崩壊、土石流、地すべり等の山地

災害や洪水が発生しやすい条件となっています。

　このため、治山事業は山地に起因する自然災害から国民の生命・財産を守るとともに水

源のかん養、生活環境の保全・形成等を図ることを目的として、森林の持つ公益的機能を

十分に発揮させるため森林を維持し、機能低下した林地には機能を回復させるため造林的

土木的手段を講ずることにより、森林防災機能を維持増進させるための重要な国土保全施

策の一つです。

：当地区は、背後に小・中学校・宮之浦地区等を控えており、従前より防風保

安林として指定され、保安林前面にコンクリート防潮護岸工、消波工を施工し

てきたところですが、平成２５年の台風２７号により根固消波工が沈下したた

め護岸工基礎部が洗掘され、防潮護岸工が大きく傾斜する被害を受けました。

　このまま放置した場合、隣接護岸の脚部や背後にある林帯が洗掘され、防風

保安林の機能が失われることにより、保全対象に多大な被害を及ぼすおそれが

あるため早急に復旧を行いました。



着工前状況（契約後の被害状況）
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